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》豊島

大
洗
町
で
初
の
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
去
る
2
月
却
日

の
日
曜
日
に
、
交
通
規
制
を
行
な
っ
た

海
岸
道
路
(
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
前
か

ら
旅
館
街
入
口
ま
で
の
折
返
し
コ

i
ス
)

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
、
老
若
男
女
だ
れ
で
も
が
比
較

的
手
軽
に
で
き
る
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ
キ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
、
静
か

な
ブ

l
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
強
間
な
精
心
力
を

培
か
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
を
図
ろ
う
と
町
体
育
協
会
・
町
教
育

委
員
会
が
主
催
し
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

種
目
と
し
て
は
、
小
学
女
子
の
部
2

キ
ロ
・
小
学
男
子
の
部
2
キ
ロ
・
中
学
女
子

の
部
2

J
・
中
学
男
子
の
部
3

J
・一

般
、
高
校
女
子
の
部
3
キ
ロ
・
高
校
男
子

め
部
5
キ
ロ
・
一
般
男
子
の
部
5
J
の
7

種
目
で
争
わ
れ
た
も
の
で
す
。

午
前
9
時
、
出
場
選
手
出
名
全
員
が

集
合
し
て
開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
町
体

育
協
会
長
の
竹
内
町
長
か
ら
「
マ
ラ
ソ

ン
は
、
精
心
力
を
培
、
7
競
技
で
す
。
ス

ポ
i
ツ
は
総
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
基
礎
と

な
っ
て
い
ま
す
。
記
録
よ
り
全
員
が
完

走
す
る
様
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
、

9
時
的
分
小
学
女
子
の
部

(
出
場
者
間
名
)
が
竹
内
町
長
の
号
砲

一
発
で
ス
タ
ー
ト
し
、
競
技
に
移
り
ま

し
た
。次

い
で
、
小
学
男
子
の
部
(
出
場
者

間
名
)
、
中
学
女
子
の
部
(
出
場
者
訂

名
)
、
中
学
男
子
の
部
(
出
場
者
剖
名
)

一
般
・
高
校
女
子
の
部
(
出
場
者
日
名
)

高
校
男
子
の
部
(
出
場
者
鈎
名
)
、
一

般
男
子
の
部
(
出
場
者
出
名
)
が
順
次

ス
タ
ー
ト
、
折
り
返
し
点
よ
り
風
向
に

な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
鍛
え
た
健
脚
仰
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
は
、
出
名
の
全
出
場
選

手
に
対
し
て
、
制
名
の
選
手
の
皆
さ
ん

が
立
派
に
完
走
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
完
走

賞
」
を
手
に
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
各
種
目
ご
と
に
、
上

位
6
名
に
対
し
て
メ
ダ
ル
と
賞
状
が
送

く
ら
れ
、
渡
辺
高
志
大
会
委
員
長
か
ら

競
技
に
つ
い
て
の
講
評
が
あ
り
、
有
意

義
の
う
ち
に
第
1
回
大
会
の
幕
を
と
じ

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
小
学
女
子
の
部
〔
2
h〕

-

位

深

作

裕

美

8
分
∞
秒
(
京
-
6
)

2
位

須

藤

典

子

8
分話(大小・
6
)

3
位

名

越

淳

子

8
2秒(紫
7
5
)

4
位
田
山
知
慾
子

8
会秒(大小・
4
)

5
佼
古
川
美
帆
嘉
義
(
禁
・
6
)

6

位

深

作

早

苗

8
分
客
室
不
・
6
)

O
小
学
男
子
の
部
〔
2
知
)

1
位

西

念

徹

7
詫秒(磯小・
6
)

2
位
小
島
耳
目
一

7
書秒(磯小・
6
)

3
位

西

念

雄

司

7
許秒(機小・
6
)

4
位

根

本

英

文

7
分
泌
秒
(
東
-
6
)

5
佼

飛

自

治

次

7
分割秒(撃・
5
)

6
位

佐

藤

由

隆

7

分話(磯小・
6
)

@
中
学
女
子
の
部
〔
2仁
川

〕

-
位
高
須
淳
子
長
田
秒
(
車
-
2
)

2
位

渡

辺

睦

美

γ
盆
秒
(
車
-
2
)

3
位

和

由

美

鈴

7
分自秒(南中
1
)

4
位
原
口
知
子
長
田
秒
(
車
1
)

5
佼

田

山

幸

子

7
分
転
(
南
中
2
)

6
位

関

根

洋

子

7
分
転
(
衛
申
:
1
)

@
中
学
男
子
の
部
〔
3
h〕

-

位

小

沼

正

美

9
詫
秒
(
一
中

i)

2
位

鈴

木

正

之

9
宰
秒
(
車
-
3
)

3
位

竹

村

浩

由

9
分片山秒(一中・
2
)

4

位

薄

井

弘

行

9
詫秒{一中・
2
)

5
位

菊

地

良

作

穿

1
秒(一中・
2
)

6
位
中
山
和
弘
日
分
6
秒(一中

i)

O
高
校
・
一
般
女
子
の
部
〔
3
M〕

1
位
小
嶋
宏
美
尋
問
秒
一
(
高
校

V

2
位

関

根

た

か

子

翠
U
秒
(
一
般
)

3
位

大

川

愛

子

翠

器

入

H

)

4
位
菅
谷
美
登
子
日
分
幻
秒
(

H

)

5
位
泊
山
弘
子
日
分
担
秒
{
か
)

6
位
小
坂
ひ
ろ
み
日
空
秒
(
か
)

@
高
校
男
子
の
部
〔
5
M〕

-
位
米
川
蒸
四
分
泌
秒
(
水
戸
工
)

2
位
小
潟
正
光
草
山
秒
(
那
喜
一
)

3
位
土
地
晴
彦
器
等
(
郵
喜
一
)

4
位
石
崎
勝
一
印
字
秒
(
大
生
向
)

5
位

金

沢

和

彦

羽

分
4
秒(
H

)

6
位
渡
辺
秀
明
事
。
秒
(
か
)

O
一
般
男
子
の
部

(
5
h〕

-
位
川
崎
義
行
同
好
転

2

位

大

mm
英

明

五

器

3
位
今
井
益
百
四
明
げ
分
胡
秒

4
位

瀬

崎

勝

ニ

五

日

秒

5
位

飯

岡

好

道

穿

3
秒

6
位
栗
原
幹
雄
日
分
諺(

敬
称
略
)

育
委
員
会
、
ま
た
は
各
学
校
で
決
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
相
当

数
の
学
校
で
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

卒
業
式
と
替
、
え
ば
、
将
来
へ
の
希
「
畿
の
光
」
の
原
治
は
ス
コ
ッ
ト

望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
婿
れ
が
ま
し
ラ
ン
ド
民
謡
と
い
わ
れ
、
日
本
で
歌

い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
詞
が
付
け
ら
れ
、
明
治
十
四
年
に
文

こ
の
日
が
受
験
浪
人
、
就
職
浪
人
へ
部
省
編
集
の
小
学
唱
歌
集
に
収
め
ら

の
n

門
出
。
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
れ
ま
し
た
。

さ
え
な
い
気
分
の
学
生
も
少
な
く
な
作
詩
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ

い

よ

う

で

す

。

つ

て

は

っ

き

り

し

ま

せ

ん

が

、

と
こ
ろ
で
、
入
学
し
た
人
の
「
畿
の
光
、
窓
の
雲
」
と
い
う

う
ち
、
め
で
た
く
卒
業
す
る
の
齢
占
偶
数
詞
は
中
国
の
故
事
か
ら
と
つ

は
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
し
ょ

3
5
J

た
も
の
で
す
。

う
か
。
義
務
教
育
は
別
と
し
て
、
中
国
の
晋
の
時
代
。
眠
肱
と

高
校
に
例
を
と
る
と
、
昭
和
五
色
い
う
人
は
、
家
が
賓
し
く
灯
油

十
七
年
一
一
一
月
に
卒
業
し
た
全
日
」
国
も
買
、
え
な
い
の
で
、
ホ
タ
ル
の

制
高
校
生
は
、
入
学
者
の
九
四
・
光
で
勉
強
し
、
ま
た
、
誠
艇
と

六

%

と

な

っ

て

い

ま

す

。

い

う

人

は

嘗

明

か

り

で

勉

強

し

も
う
一
つ
卒
業
式
で
思
い
出
す
の
で
立
身
出
世
し
た

i
!と
い
う
話
が

が
「
仰
げ
ば
尊
し
」
と
「
畿
の
光
L

。
元
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
「
畿
の

こ
の
歌
を
歌
う
か
ど
う
か
は
、
各
教
光
」
と
は
後
光
灯
の
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
現
代
っ
子
に
は
通
用
し
な
い

話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
ん
な
に
明
る

い
ホ
タ
ル
が
い
た
の
か
と
思
い
ま
す

が
、
中
国
南
部
に
は
体
長
二
セ
ン
チ

を
超
、
ぇ
、
強
く
光
る
マ
ド
ボ
タ
ル
と

い
う
の
が
い
た
よ
う
で
す
。

H

春
一
番

d
l
i火
事
の
一
李
範
で
す

だ
き
火
に
よ
る
火
災
む
ご
期
的
/

日
ご
と
に
暖
か
く
な
り
、
す
っ
か
険
性
が
高
い
の
で
す
。

り
春
め
い
た
日
射
し
の
中
を
吹
き
荒
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
次
の

れ
る
η

春
一
番
九
「
春
」
と
つ
け
ら
れ
よ
う
な
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し

た
名
を
裏
切
る
よ
う
な
強
き
で
す
。
ょ
う
。

二
月
、
一
二
月
は
、
ま
た
、
一
年
を
通

O
強
い
風
が
吹
い
て
い
る
と
き
は
し

じ
て
一
番
火
災
が
多
い
季
節
で
す
。
な
い
。

強
い
風
が
吹
き
、
受
気
が
乾
燥
し
て

O
濁
聞
に
燃
、
え
や
す
い
も
の
の
な
い

い
る
な
ど
、
火
事
に
な
り
や
す
い
、
広
い
場
所
を
選
ぶ
。

危
険
な
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
い

O
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

え

る

で

し

ょ

う

。

な

ど

、

消

火

の

準

備

を

し

て

お

く

。

特
に
、
こ
の
時
期
に
は
、
た
き
火
終
わ
っ
た
ら
水
を
か
け
、
完
全
に

に
よ
る
火
災
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
消
す
。

い
ま
す
。
た
き
火
か
ら
の
火
の
粉
が

O
多
量
に
物
を
燃
や
す
と
き
は
、
事

強
風
に
あ
お
ら
れ
て
飛
ぴ
火
し
、
乾
前
に
消
防
署
に
届
け
出
る
。

燥
し
た
雑
草
や
山
林
の
下
草
、
家
庭

O
子
ど
も
や
老
人
だ
け
で
は
た
き
火

な
ど
に
燃
え
移
っ
て
火
事
に
な
る
危
を
し
な
い
。



第135号 (2)

熱
帯
魚
・
温
帯
魚
な
ど
珍
重
な
魚
類

を
大
洗
水
族
館
に
答
婚
し
つ
づ
け
た
当

町
の
関
根
信
男
さ
ん
(
磯
浜
町
山
番
地

さ
わ
や
物
産
)
に
、
去
る
2
月
ロ
呂
、

竹
内
藤
田
刀
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
鵜
呈

さ
れ
、
日
目
に
、
大
洗
水
族
館
武
藤
館

長
立
会
い
の
も
と
に
町
長
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

関
根
さ
ん
は
、
玩
具
商
を
営
む
か
た

L、

去
る
2
月
3
B
、
昭
和
計
年
度
家
庭

教
育
学
級
の
合
同
学
習
会
と
関
級
式
が
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

家
庭
教
育
学
級
は
、
子
脊
て
に
対
す

る
学
習
を
中
心
に
よ
い
家
庭
づ
く
り
を

図
る
た
め
、
7
学
級
が
開
設
さ
れ
ま
し

た。

らあおお昭和58年3月1臼

O
乳
幼
児
歩
持
つ
母
親
学
級
(
か
も
め
学
級
)

O
明
日
の
親
の
た
め
の
学
級
(
日
…
虻
ぉ
)

O
大
震
小
学
校
家
庭
教
育
学
級

O
南
中
学
校
家
庭
教
育
学
級

O
夏
海
小
学
校
家
庭
教
育
学
級

O
第
一
中
学
校
家
庭
教
育
学
級

O
中
央
家
庭
教
育
学
級

わ
ら
、
釣
の
趣
味
を
生
か
し
、
釣
仲
間

と
沖
縄
周
辺
の
海
洋
で
熱
帯
魚
や
温
帯

魚
を
捕
獲
し
、
魚
種
の
交
換
等
に
よ
り

多
種
に
な
る
よ
う
努
力
し
、
昭
和
日
年

か
ら
今
臼
ま
で
大
洗
水
族
館
に
寄
贈
し

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
数
は
種
類
に

し
て
却
種
類
、
点
数
で
は

m点
に
も
及

ぴ
、
輸
送
に
当
っ
て
は
、
航
空
輸
送
の

た
め
一
回
に
6
!
日
万
円
も
の
経
費
が

か
か
り
ま
す
が
総
て
自
己
負
担
、
そ
の

誠
意
と
努
力
に
お
報
い
す
る
と
い
う
こ

と
で
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

大
洗
水
族
館
で
は
現
在
、
別
種
類
の

魚
日
万
匹
を
飼
育
す
る
ほ
か
、
イ
ル
カ

シ
ョ

l
・
ア
シ
カ
シ
ョ

i
等
で
人
気
を

呼
ぴ
、
県
内
外
の
入
場
容
で
連
日
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。

去
る
2
月
日
日
に
は
、
新
装
オ
ー
プ

ン
以
来
、
瑚
万
人
自
の
入
場
者
が
あ
り

記
念
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
感
況
の
裏
に
は
、
関
根

さ
ん
の
よ
う
な
陰
の
協
力
者
が
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
学
級
は
、
年
間
計
画
か
ら

学
習
内
容
ま
で
学
級
生
相
互
の
話
し
合

に
よ
り
充
分
に
検
討
し
て
決
め
、
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
毎
回
行
な
わ
れ
る

学
習
会
に
も
熱
が
入
り
、
成
果
を
挙
げ

て
き
ま
し
た
。

間
級
式
は
、
昨
年
ま
で
各
学
級
個
々

に
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

合
同
学
習
会
を
兼
ね
て
合
同
で
間
級
式

を
行
な
い
ま
し
た
。

学
習
会
は
先
づ
、
各
学
級
の
代
表
者

に
よ
る
発
表
に
は
じ
ま
り
、
次
い
で
一
泥

水
戸
市
立
第
五
中
学
校
長
矢
口
武
正
先

生
を
講
師
に
迎
え
、
「
現
代
家
庭
教
育

の
諸
問
題
に
つ
い
て
」
を
テ
!
?
に
講

演
が
あ
り
、
実
の
り
多
い
各
学
級
の
一

年
間
の
し
め
く
く
り
と
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
閉
級
式
に
移
り
各
学
級

生
代
表
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
と

ど
こ
う
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
税
の
申
告
は

3
月
日
日
ま
で
に

本
年
度
の
町
県
民
税
申
告
に
つ
き
ま

し
て
、
去
る
2
月
訪
日
よ
り
お
日
ま
で

日
会
場
で
出
張
受
付
け
を
行
な
い
ま
し

た
が
皆
さ
ん
も
つ
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

未
だ
申
告
し
て
な
い
方
は
、
平
め
に

役
場
税
務
課
へ
お
出
掛
け
の
上
正
し
い

申
告
を
し
て
下
さ
い
。

軽
自
動
車
の

廃
車
手
続
き
に
つ
い
て

齢
社
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
毎
年
4

月
1
日
と
規
定
さ
れ
て
お
り
そ
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
随
い
ま
し
て
廃

車
、
売
買
等
に
よ
り
現
夜
車
輔
が
手

も
と
に
な
く
な
っ
て
い
る
方
で
も
廃

毎
逓
の
臼
縫
目
、
午
前
7
時
か
ら
役

場
・
文
化
セ
ン
タ

i
周
辺
で
清
掃
奉
仕

に
励
む
児
支
た
ち
の
こ
と
が
今
話
題
と

な
っ
て
、
関
係
者
の
関
心
の
ま
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
磯
浜
小
学
校
の

6
年
生
を
中
心
に
し
た
却
名
の
児
童
た

ち
で
、
昨
年
の
春
か
ら
町
内
の
通
学
路
、

駐
車
場
、
公
園
、
広
場
な
ど
の
清
掃
奉

仕
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
良
い
子
た
ち
は
、
社
会
・
国
語
・

道
徳
の
授
業
の
や
で
、
自
然
の
保
護
や

公
共
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
ゴ
ミ
な

ど
を
捨
な
い
こ
と
を
学
び
、
6
年
生
の

古
川
さ
ん
や
小
沼
さ
ん
が
中
心
に
な
っ

て
、
す
こ
し
で
も
き
れ
い
な
町
に
な
れ

ば
と
友
達
に
呼
び
か
け
て
行
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

担
任
の
溶
井
恭
子
先
生
は
、
「
子
供

た
ち
が
朝
日
T

起
き
す
る
こ
と
は
、
健
康

的
に
も
精
神
的
に
も
大
変
よ
い
こ
と
で
、

し
か
も
、
す
が
す
が
し
い
空
気
の
中
で

奉
仕
作
業
に
励
む
こ
と
は
尊
い
事
で
校

内
に
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
」
と
、
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
普
窓
の
輸
が
更
に
大
き
な

広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し

ま
す

0

0
よ
い
子
た
ち
の
名
前

古
川
並
大
帆
・
小
沼
弥
生
・
飯
田
る
み
・

伊
知
川
裕
子
・
小
初
出
り
う
子
・
川
俣

い
づ
み
・
栗
原
弘
江
・
斉
藤
美
奈
・

関
根
由
香
・
高
梨
一
二
穏
・
高
橋
久
美
・

長
洲
寿
江
・
深
作
裕
美
・
宮
本
京
子
・

和
田
昌
己
・
安
藤
知
昭
・
川
俣
義
久
・

久
保
木
浩
志
・
軍
司
安
明
・
閤
念
雄

司
・
須
貝
正
之
・
菅
谷
篤
志
・
菅
谷

浩
史
・
二
階
堂
均
・
小
松
崎
裕
子
・

黒
沢
尚
子
・
大
川
博
美
・
鬼
沢
礼
子
・

安
藤
貴
士
・
二
階
堂
伸
司

車
手
続
き
を
い
た
し
ま
せ
ん
と
本
年
分

の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
該
当
さ

れ
る
方
は
昭
和
田
年
3
月
抗
日
ま
で
に

必
ら
ず
陸
運
事
務
所
又
は
役
場
税
務
課

で
廃
車
手
続
を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

が
も
う
お
済
み
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
箸
は

大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
か
ら
、
早
め
に

申
告
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

申
告
し
な
か
っ
た
り
、
正
し
く
な
い
申

告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
な

ど
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
申
告
と
納
税

を
し
て
下
さ
い
。

大
洗
水
族
館
に

珍
ら
し
い
魚
類
を
寄
贈

関
根
{
均
一
回
男
さ
ん
県
知
事
か
ら
表
彰

所
得
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は

3
月
巧
日
ま
で
に

昭
和
町
年
分
の
所
得
税
、
贈
与
税
の

申
告
と
納
税
の
期
限
は
3
月
日
日
で
す

て
も
思
7
様
に
し
ゃ
が
め
な
く
な
る
一

こ

と

も

し

ば

し

ば

で

す

。

一

一

老

人

の

一

次

性

変

形

性

膝

関

節

症

は

ほ

と

一

一

ん

ど

が

急

に

悪

化

す

る

こ

と

は

あ

り

一

一
膝
関
笹
嬬
に
就
い
て
ま
せ
ん
が
二
次
性
変
形
性
膝
関
節
症
一

一
最
近
、
病
院
に
来
る
お
年
寄
り
の
で
は
原
図
や
症
状
の
進
行
に
よ
っ
て
一

一
方
の
中
で
膝
の
痛
み
を
訴
え
る
方
が
は
膝
が
全
く
機
能
を
失
う
こ
と
も
あ
一

一
多
い
の
で
寒
さ
の
き
び
し
い
時
期
で
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
膝
の
変
性
が
お
一

一
も
あ
り
、
老
人
性
膝
関
節
症
と
云
う
き
た
ら
一
次
性
二
次
性
を
と
わ
ず
、
一

一
…
般
的
に
多
く
み
ら
れ
る
膝
の
病
気
ま
ず
体
重
を
襟
準
以
下
に
減
量
す
る
一

一
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
と
が
一
番
大
事
で
す
。
又
専
門
の
一

一
先
ず
原
田
で
す
が
人
間
の
膝
の
関
先
生
に
相
談
し
て
治
療
を
う
け
ま
し
一

中
節
は
実
に
精
巧
に
出
来
て
い
ま
す
。
ょ
う
。
膝
の
関
節
に
直
接
ス
テ
ロ
イ
一

一
膝
の
腿
伸
は
大
腿
と
下
腿
の
接
触
函
ド
ホ
ル
モ
ン
を
注
射
す
る
と
よ
く
効
一

一
で
(
ね
じ
れ
)
(
こ
ろ
が
り
)
(
す
べ
き
ま
す
が
副
作
用
も
あ
る
の
で
何
由
一

一
り
)
う
ま
く
か
み
合
う
よ
う
に
出
来
も
く
り
返
し
使
用
出
来
ま
せ
ん
の
で
一

一
て
い
ま
す
。
一
日
に
何
万
国
も
使
う
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
症
状
の
一

一
膝
で
す
か
ら
年
と
共
に
組
織
も
す
り
進
行
す
る
も
の
惑
化
を
く
い
と
め
ら
一

一
切
れ
て
来
ま
す
。
こ
れ
を
一
次
性
変
れ
な
い
型
の
も
の
は
手
術
を
す
る
こ
一

一
形
性
膝
関
節
症
と
云
い
ま
す
。
そ
の
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
で
治
療
す
る
一

一
ほ
か
に
け
が
や
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
病
の
に
一
番
良
く
な
い
の
は
滋
布
で
冷
一

一
気
が
も
と
で
組
織
が
す
り
へ
っ
て
く
す
こ
と
と
、
薬
草
を
は
っ
た
り
す
る
一

一
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
二
次
の
は
間
違
い
で
す
。
又
椅
子
に
か
け
一

一
性
変
形
性
膝
関
節
症
と
い
い
ま
す
。
て
膝
を
最
大
畑
山
に
伸
ば
し
た
り
ゆ
る
一

一
一
次
性
の
変
形
は
多
く
は
四
十
歳
後
め
た
り
す
る
様
な
体
操
も
割
に
効
果
一

一
半
以
降
に
発
生
し
、
と
く
に
肥
満
体
が
あ
が
り
ま
す
。
な
お
足
先
に
ニ
キ
一

一
の
人
に
多
く
二
次
性
の
変
形
は
二
十
ロ
位
の
歯
一
一
い
も
の
を
つ
け
て
膝
を
屈
一

一
代
か
ら
始
ま
り
女
性
よ
り
男
性
に
多
伸
す
る
運
動
を
く
り
返
し
す
る
の
も
一

一
く
み
ら
れ
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
歩
効
果
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
膝
一

一
行
事
や
立
ち
上
る
時
の
痛
み
が
あ
り
、
の
痛
み
と
は
れ
を
と
る
に
は
こ
の
こ
…

一
と
く
に
階
段
の
昇
降
時
に
痛
み
が
あ
つ
の
方
法
は
自
分
で
出
来
る
も
っ
と
一

一
り
、
ね
て
い
て
も
膝
の
痛
み
で
目
を
も
効
果
の
あ
る
治
療
法
で
す
。
又
最
一

一
き
ま
す
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
運
動
近
、
マ
イ
ク
ロ
タ
イ
ザ
!
と
云
う
竜
一

一
や
長
時
間
歩
く
様
な
と
き
や
起
き
よ
気
で
温
め
る
方
法
も
多
く
の
痘
療
機
一

一
る
時
に
も
著
明
と
な
り
ま
す
。
又
膝
関
で
行
っ
て
い
る
治
療
の
ひ
と
つ
で
町

一
が
は
れ
て
水
が
た
ま
る
事
も
あ
り
ま
す
。
一
度
専
門
医
に
み
て
も
ら
い
指
一

一
す
。
膝
の
屈
伸
は
制
限
さ
れ
て
正
座
示
を
う
け
ま
し
ょ
う
。
一

一
が
出
来
な
く
な
っ
た
り
便
所
へ
行
っ
〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕
一

⑫ 

滞
勝
だ
よ
Hess-

全
国
で
の
救
急
出
動
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
昭
和
町
年
中
に
お
け
る

大
洗
町
で
の
救
急
事
故
は
、
救
急
車
の
山
山
動
件
数
問
件
、
搬
送
人
質
問
人
で
し

た
。
昭
和
田
年
と
比
較
す
る
と
、
救
急
車
の
出
動
件
数
で
口
件
(
日
%
)
搬
送

人
員
で
白
人
(
川
%
)
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。
-
臼
平
均
は
件
の
割
合

で
出
動
し
た
こ
と
に
な
り
町
民
引
人
に
1
人
の
割
合
で
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

⑧
病
気
な
ど
の
救
急
患
者
が

日
%
で
ト
ッ
プ

nnマ

救
急
車
が
出
動
し
た
救
急
事
故
を
種

別
ご
と
に
見
る
と
、
病
気
な
ど
の
救
急

患
者
が
最
も
多
く
け
%
と
約
半
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
交
通
事
故
が
山

%
、
家
庭
な
ど
の
一
般
負
傷
、
そ
の
他

の
事
故
の
績
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑧
軽
傷
患
者
が
口
%

A
4
，
 

救
急
車
で
病
院
な
ど
に
搬
送
さ
れ
た
別
人
に
つ
い
て
、
傷
害
程
度
別
の
搬
送

状
況
を
み
て
み
ま
す
と
、
病
院
な
ど
で
医
師
の
診
断
を
受
け
、
入
院
加
療
を
必

要
と
し
な
い
軽
傷
患
者
が
り
%
と
約
半
分
を
・
占
め
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
三
週
間

の
入
院
加
療
を
必
要
と
す
る
も
の
が
は
%
、
章
一
傷
口
%
、
死
亡
日
%
の
頗
と
な

4
4‘
噌

a
A

‘
4

っ
て
い
ま
す
。

⑧
救
急
車
は
急
い
で

病
関
な
ど
へ
搬
送
す
る
時
に
出
動

救
急
車
を
軽
い
ケ
ガ
、
病
気
な
ど
で
利
用
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
救
急
車

はぷ州場創出回以関川

4
弓
露
出
足
搬
出
反
応
援
長

い
持
だ
け
出
動
し
ま
す
。

①
交
通
事
故

②
作
業
中
発
生
し
た
事
故

③
運
動
を
や
っ
て
い
る
待
に
発
生
し
た
事
故

④
水
泳
中
や
水
中
転
落
な
ど
の
事
故

⑤
傷
害
な
ど
を
加
、
え
ら
れ
た
事
故

⑥
火
災
に
よ
り
生
じ
た
事
故

⑦
台
風
や
地
震
な
ど
に
よ
り
生
じ
た
事
故

⑧
自
損
事
故

⑨
病
気
な
ど
で
町
緊
急
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

⑧
病
院
の
紹
介
は
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ

診
療
や
入
誌
な
ど
の
た
め
の
病
践
紹
介
は
、
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
で
間
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
問
合
せ
る
時
は
、
住
所
(
現
在
い
る
所
)
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
症

状
、
電
話
番
号
を
話
し
て
下
さ
い
。

大
洗
町
消
防
署

⑥
1
1
1
9
 

茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

水
戸

@
4
1
9
9



L、らあ主宰遺言 昭和58年3~ 1日
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料品謀議長当時で盛英語，行fおうミキ

管互露D去
る
2
月
5
日
・

6
B
の
両
日
、
磯

節
全
国
大
会
(
予
選
会
)
が
大
洗
文
化

セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
三
大
民
謡
の
一
つ

「
磯
節
」
の
保
存
…
伝
承
を
図
り
、
あ
わ

せ
て
磯
節
の
ゆ
か
り
の
深
い
大
洗
・
水

戸
等
を
全
国
に
紹
介
し
よ
う
と
行
な
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
第
4
国
自
を

迎
、
ぇ
、
当
町
で
初
め
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
の
大
会
は
、
田
町
内
は
も
と
よ
り

県
外
か
ら
も
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、

全
部
で
捌
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
釘

か
ら
の
8
名
を
含
め
た
出
場
者
の
皆
さ

ん
は
大
ハ
ッ
ス
ル
、
日
頃
自
慢
の
ノ
ド

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
却
名
の
方
々
が
予
選
を
通

過
し
決
選
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。当

町
か
ら
の
予
選
通
過
者

田
口
浩
子
さ
ん
大
洗
町
磯
浜
町
肌
番
一
地

一
千
間
清
さ
ん
大
洗
跨
磯
浜
町
制
番
一
地

(3)第135号

な
お
、
決
選
大
会
は
来
る
3
月
四
日

午
後
1
時
か
ら
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
当
町
か
ら
出
場
の

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す。

加
名
(
懲
称
略
)

松
本
安
央
(
石
岡
市
)
川
口
正
雄
(
千
葉
県
)

大
槻
洋
子
(
八
郷
里
長
田
隆
(
目
立
市
)

磯
前
淑
子
(
那
捕
獲
巾
)
神
長
倉
計
(
目
立
市
)

大
矢
千
代
子
(
目
立
市
)
大
内
壬
忠
子
蓮
盃
市
)

先
崎
守
(
瓜
連
町
)
金
沢
は
る
み
(
水
戸
市
)

高
木
欣
治
安
域
町
)
上
回
義
明
(
水
戸
市
)

飯
回
佳
代
子
(
笠
聞
き
斉
藤
常
士
口
(
目
立
宣

小
川
七
郎
(
常
澄
村
)
中
島
昭
二
(
守
谷
町
)

岩
間
義
彦
(
勝
田
市
)
大
内
昌
夫
(
東
京
都
)

関
口
浩
子
(
大
洗
町
)
高
木
充
子
(
水
戸
市
)

長
谷
川
一
孝
太
郎
(
水
戸
市
)
平
岡
清
(
大
洗
町
)

杉
谷
容
子
(
大
阪
府
)
青
木
美
征
(
那
喜
市
)

寝
間
よ
し
、
え
(
水
戸
市
)
橋
本
靖
光
(
那
珂
町
)

木
村
末
吉
(
兵
庫
県
)
中
村
靖
幸
(
水
戸
市
)

器
製
産
手
(
勝
田
市
)
遠
藤
和
子
(
東
京
都
)

車
員
霊
怠
文
化
遺
産
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

西
光
院
で文

化
財
防
火
訓
練

1
月
初
日
は
「
文
化
財
防
火
デ

i
L

で
す
。法

隆
寺
金
支
援
額
焼
損
(
昭
・
U

A

)

を

契
機
に
、
貴
重
な
民
族
的
遺
産
を
私
達

の
予
で
守
ろ
う
と
、
こ
の
日
が
制
定
さ

れ
、
全
面
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を
展

開
し
、
併
せ
て
、
文
化
財
の
愛
護
思
想

の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
、
町
教
育
委
員
会
・
町
消

防
本
部
・
西
光
読
が
共
催
し
て
、
向
日
、

午
前
日
時
か
ら
西
光
院
(
桜
井
弘
栄
住

職
・
大
賞
町
制
)
で
防
火
訓
練
を
行
な

い
ま
し
た
。

定
刻
、
出
火
の
通
報
と
問
時
に
消
防

署
か
ら
消
防
ポ
ン
プ
車
が
現
場
に
急

行
、
到
議
ま
で
の
問
、
壇
家
の
、
玉
婦
8

名
の
応
援
を
得
て
、
文
化
財
の
運
び
出

し
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火

作
業
が
行
な
わ
れ
、
ポ
ン
プ
車
が
到
議

す
る
と
、
敏
捷
な
署
員
の
予
に
よ
り
、

2
本
の
管
槍
か
ら
勢
い
良
く
放
水
さ
れ
、

間
も
な
く
鎮
火
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
箸
員
の
指
導
に
よ
る
消

火
器
具
の
取
扱
講
習
や
文
化
財
審
議
委

員
・
教
育
長
等
関
係
者
を
ま
じ
え
て
の

参
加
者
に
よ
る
反
省
懇
談
会
が
あ
り
、

有
意
義
の
、
っ
ち
に
訓
練
を
終
了
し
ま
し

た
火
災
は
一
寸
し
た
不
注
意
が
原
田
で

起
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
火
の
も
と
に
は
御
注
意

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
町
内
に
あ
る
文
化
財
は

県
指
定
文
化
財
団
点
、
う
ち
西
光
院
が

管
理
す
る
も
の
は
、
天
然
記
念
物
「
お

葉
付
イ
チ
ョ
ウ
」
・
絵
画
「
絹
本
着
色

金
剛
界
大
日
如
来
商
像
」
・
彫
刻
「
木

造
阿
弥
陀
如
来
立
像
」
の
3
点
が
あ
り
、

こ
の
ほ
か
、
町
指
定
文
化
財
も
4
点
が

あ
り
ま
す
。

l
i
第

6
関
町
民
O
L
大
会

i
l

悶
同
駅
舘

駿

2
部
で

2
位
に
入
賞

(
大
洗
町

A
チ
l
ム
)

新
春
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
筆
、
マ
ラ
ソ
の
コ
!
ス
に
、
一
般
1
部
8
チ
l
ム・

ン
と
駅
伝
が
全
国
各
地
で
は
な
や
か
に
一
般
2
部
日
チ

i
ム
・
高
校
日
チ

l
ム

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
去
る
1
月
お
が
挑
み
、
競
っ
た
も
の
で
す
が
、
当
町

日
(
日
)
に
は
、
初
春
の
日
立
市
の
目
抜
か
ら
も
大
洗
町
A
(
別
掲
の
と
お
り
)
と

通
り
を
ひ
た
走
る
、
第
4
回
目
立
駅
伝
大
洗
町
B
の
2
チ
i
ム
が
一
般
2
部
に

(
日
立
市
・
同
教
育
委
員
会
・
同
体
育
出
場
し
て
健
翻
し
、
特
に
、
大
洗
釘

A

協
会
、
主
催
、
毎
日
新
聞
社
な
ど
後
援
)
チ

i
ム
は
第
2
位
入
賞
の
栄
冠
を
獲
ち

が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
と
り
、
大
洗
の
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
目
立
市
民
会
館
を
ス
タ
ご
活
躍
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

i
ト
地
点
と
し
て
、

6
区
間

ω
・
6

M

(
成
緩
〕

一
般
の
部
〈
2
部〉

第
2
位

大

洗

町
A
チ
i
ム

(
2
時
間
M
分
団
秒
)

関

成

一

去
る
1
月
初
日
、
快
晴
の
な
か
夏
海

地
区
一
帯
の
山
林
を
利
用
し
て
、
第
6

田
町
民
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
大
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
山
名
の
皆
さ
ん
が
、

リ
ッ
ク
サ
ッ
ク
や
水
筒
を
身
に
つ
け
、

夏
海
小
学
校
に
集
合
、
開
会
式
の
あ
と

指
導
者
か
ら
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
や
、

地
図
の
見
方
等
の
講
習
室
受
け
ま
し
た
。

出
発
点
の
浄
水
場
に
移
動
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
2
分
間
隔
で
延
印
組
が
元
気

に
ス
タ
ー
ト
(
小
学
生

U
M
・
中
学
生

6
L
m
-
家
族
U
M
-
一
般
6
凶
)
し
、

地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
便
っ
て
山
野
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

山
あ
り
、
谷
あ
り
の
コ
!
ス
で
は
皆

さ
ん
汗
を
流
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
あ

て
、
カ

i
ド
に
記
録
し
、
参
加
者
全
員

無
事
に
ゴ

l
ル
の
夏
海
小
学
校
に
到
渚

し
ま
し
た
。

ヰ

な
か
で
も
小
学
生
男
子
の
部
で
は
、

3
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
間
タ
イ
ム
で
1
位

と
な
る
記
録
が
出
る
な
ど
、
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す

0

0
小
学
生
男
子
の
部

-
位
小
室
秀
秋
・
高
野
茂
・
高
野

良
典
・
浅
野
高
成
・
麻
生
雅

志

組

泊

分

-
伎
楽
俣
定
男
・
土
子
陵
・
土
屋

正
範
・
東
野
直
烹
同
組
部
分

l
位
杉
山
出
演
美
・
石
崎
一
也
・
清
宮

久
志
・
井
上
信
行
組
出
分

。
小
学
生
女
子
の
部

ー
位
曲
目
谷
美
由
紀
・
清
水
き
、
ぇ
子

組

出

分

江
橋
直
美
・
鴨
川
悦
子
・
関

根
な
お
み
・
小
松
崎
か
お
り

組

泊

分

大
津
真
由
美
・
小
野
瀬
美
知

2
位

3
位

濫
祝
日

選
手1

区

2

区

3

区

4

区

5

一民

6

区

高菊古今渡米

鉄普高

続勝利明志武

山地 JI!井辺川

ら
え
ル
小
々
合

昌
J
耳
・
調

関
根
三
千
代
・
市
場
礼
子
・

高
柳
律
子
組
引
分

。
中
学
生
女
子
の
部

1
位
勢
司
静
・
渡
辺
ま
ゆ
み
・
仁

平
さ
お
り
組

1
時
間
品
分

2
位
田
山
瀬
子
・
小
滝
加
代
子
・
大

川
久
美
子
組

2
時
間

m分

3
位
加
藤
智
子
・
石
崎
み
ゆ
き
・

森
島
佳
子
・
和
田
美
鈴
紐

2
時
間
日
分

。
家
族
の
部

1
位
山
一
戸
敏
治
・
康
弘
・
基
弘
組

日制分

2
位
高
沼
功
・
嘉
己
・
安
孫
子
翠

悟
・
望
月
薫
組
回
分

3
位
大
和
田
勉
・
恵
子
・
み
の
り

安
斉
牧
子
組
部
分

。
一
般
の
部

-
位
菅
谷
惣
衛
・
美
登
利
組

1
時
間
日
分

米
川
玄
百
一
・
飛
田
昌
弘
・
野

村
邦
夫
・
関
根
典
子
組

1
持
間
四
分

岩
井
忍
・
岸
和
田
浩
美
・
原

裕
美
紐

1
時
間
担
分

2
位

3
位

豊富醸騨竿韓f舗i欝麗金

@テーマ 「人1.'，居住.1草境と科学技術J

@開催地主城県筑波研究学園都市

@錦催期間昭和60i手3月178-9月16日

(6ヶ丹荷)

模予想入場者数 2，0ω万人

会場面税 約100へクタル

議u望辞麗i欝E っくiず悪
を成功させよう

ー開催まであと747日一

@規霊)(1)0'85

骨 宿 泊 利 罵 料 (1泊 2食付)

加入者・受給者・・・・・・4，000円
般.......・・・・・・・・・ー・4，400向

小学生・..........・・・・・・・3，700円

{予約申込み・問合せ}

直接「むさしの」へ

〒350埼玉県111越市大学伊佐沼667
TEL (0492) 24-3210 

由
民
年
金
の
保
険
料
が

臨
月
か
ら
五
、
八
三

O
円
に
な
り
ま
す

自
民
年
金
の
保
険
料
が
今
年
の
四
月

か
ら
一
ヶ
ロ
バ
に
つ
き
、
五
、
八
一
ニ

O
円
に

変
わ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
と
し
を
と
っ
た
り
、

不
幸
に
し
て
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
母

子
世
帯
な
ど
に
な
っ
た
場
合
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
年
金
を
支
給
し
て
生
活
の
安
定

を
図
る
こ
と
を
昆
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
保
険
料
と
そ
の
利
子
及
び

国
庫
負
担
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
と
も
な
い
、
年
金
の
受
給
者
は
年
々
増
え
て
き
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
保
険
料
を
引
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
わ
け
で
す
。
よ
り
よ
い
年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
、
四
月
か
ら
の
保
険
料
の

引
上
げ
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
は
、
月
額
(
五
、
八
三

O
円
+
問

。
。
円
)
六
、
二
一
一
一

O
円
と
な
り
ま
す
。

納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
保
険
料
の
引
上
げ
に
よ
る
穣
立
金
の
増

額
な
ど
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

日臼

国
民
年
金
保
護
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
@

む

先回

し

の
(
埼
玉
県
川
越
市
)

@
あ
し

国
鉄
川
越
線
・
東
武
東
上
線
川
越
駅
ま
た
は
、
西
武
新
宿
線
本
川
越
駅
下
車
、

本
川
越
発
大
宮
行
パ
ス
約
一

O
分
二
ノ
関
下
車
、
徒
歩
五
分
。
団
体
送
迎
パ
ス

あ
り
。

畿
ひ
と
ロ
カ
イ
ド

江
戸
時
代
小
江
戸
と
い
わ
れ
た
蔵
造
り
の
町
川
越
市
の
郊
外
伊
佐
沼
の
ほ
と

り
に
あ
る
。
活
は
間
同
間
約
一
一
・
四
キ
ロ
で
、
水
量
豊
か
な
た
め
年
間
を
通
じ
て
の

釣
場
と
し
て
好
適
。
近
く
に
市
民
の
森
、
冒
険
の
森
な
ど
も
あ
り
、
家
族
向
。

宿
泊
施
設
に
併
設
し
て
体
育
館
が
あ
る
の
も
、
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
の
な

か
で
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。



第135号 (4)も弔ら通う講習事醤昭和58年3月1白

語、しかめ議し大
洗
体
協

、
ポ
ィ
ピ
uu

一
フ
ブ
会
員
募
集

O
入
会
金

O
会

費

O
練
習
日

た
く
ま
し
く
、
美
し
く
、
健
康
な
体

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
、
こ
の
度
大
洗

町
体
育
協
会
に
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ク
ラ
ブ
が

誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

広
く
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

o 
文せ

象

大
洗
在
住
又
は
勤
務
の
方

〈
男
女
を
間
い
ま
せ
ん
〉

無

料
一、

0
0
0円
(
月
額
)

毎
週
(
月
・
水
・
金
)
M
m
7
時
1

毎
週
(
日
)
削
2
時
J

大
洗
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ジ
ム

(
大
洗
港
魚
市
場
前
)

O
申
し
込
先

大
洗
町
機
浜
町
服
審
地
(
大
洗
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
)

ボ
デ
ィ
ビ
ル
部
長
和
問
慶
介

岱

⑥

1
6
3
9
番

O
場

p}f 

。
生
徒

働
き
な
が
ら
高
校
を
卒
業
で
き
ま
す
。

茨
城
県
立
水
戸
高
高
等
学
校
(
通
信
制
)

願
書
受
付

3
月

7
日
1
4
月

6
a

年
配
者
も
多
数
学
ん
で
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一T
m
水
戸
市
白
梅

2
1
m
l
m
8
0
2
9
2
間
4
6
7
5
・
6
1
7
3

重義

日喜和58年壊分果畏交通災害共済の

出張加入受付について
i日軍人の方に一時金が支給されます

軍歴が通算三年以上の
来たる 3月31臼において、昭和57年度の県民交通災害共済

の加入期間が満了となります。そのため町では期間満了に備

え、下記日程により昭和58年度介の加入受付を出張して行い

ますので、この機会に更新加入手続を済ませて下さい。

また、未加入の方も向様不慮の事故に備え是非加入しまし

ょっ。

B 時 iヱ斗ミ 場 町内名

月4 幽午前10時~ 療研住宅生協和室 原研{主宅3 日 午後0時30分

3月ア日(月)とfrizz 消防第 l分自詰所
明神罰J.1了目・
2丁目

3月8E3(刈 ET112E 消防第 2分間詰所 {中町・金沢町・
新苗1.通町

3月9日制 TZE 松ケ丘町営住宅集会所 祝揮I

3月10耐空 訂 正 髭釜会館 永富7・髭釜町

3月11E3幽可訂正 青年研修所 寺釜・舟J度・蔵
前姐 Jニ宿・中干苔

3Fl12E3仕) 午目立10時~ 神山集らくセンター 神山・ 1110午後0時30分

3月14日(月)TZZ 大(角賞一集)らくセンター 北清水・南清水・
角一

3 Fl15日(火)午目trlO時~ 消防第 7分団詰所 夏海地区午後 Os寺30分

3丹市日開守主rr 松川公民館 松111地区

3月16自制官:宏九 東光台地医公民館 東光台地区

!日軍人の皆様にお知らせします。

恩給法上の一時金という制度を御存じでしょうか。

「それは!日軍人として実際に勤務した年数が通算三年以上あるかた、ま

たはその遺族の方に一万五千円の一時金が支給されるというものです。」

該当される方は、役場厚生課で請求の手続をして下さい。

なお、既に普通思給・扶助料、!日軍人の一時思給・一時扶助料、!日軍

人としての勤務年数を通算して共済年金の支給を受けておられる方はこ

の一時金の対象にはなりません。

〔注) IB箪人とは陸海軍の現役、予備役、補充兵などの兵役にあった、

兵から大将までのすべての者をいいます。

睦上自衛隊大演奏会

「映饗楽のタベJ

の御案内

陸上自衛隊の東京管内の全

音楽隊が集合して行なう合同

演奏会が下記により実施され

ますので御鑑賞下さい。

会費 1年間……大人600円・中学生以下300円

くわしいことは、役場総務課交通係 (TEL⑦ 5111・内線

26番)へお問い合せ下さい。

(58.1月現在)

~ 本 年 前年同期 増減数

発生件数 8 (8 ) 3 ( 3 ) 5 ( 5 ) 

死者数 一(一) 一(-) 一(-)

負傷者数 9 ( 9 ) 4 (4 ) 5 ( 5 ) 

※( )内は累計を示す。

“密閉 18は受通安全の臼"“あお疋ガ築く受通安全"

{日時〕

昭和58年 3汚11B幽

午後 6s寺-8時

〔場所〕

茨城県民文化センタ一大ホール

〔出 j実〕

東京管内会音楽隊約150名

〔その他〕

入場無料

※整理券あり

〔照合せ先}

自衛隊茨城地方連絡部募集課

電話 0292-31-3315 

大洗町における交通事故の発生状況

電話の移転の

お申し込みはお早自に

電話は全国どこへで、も移転できます。

引っ越しなどで電話を移転される場合に

はお平呂 (7Bから10B煎)に電話局へ

お申し出ください。とくに 3月から 5月

にかけては電話の移転がもっとも多い時

期、引っ越しが決まったらすぐ、電話局へ。

また電話の引っ越しを機に電話機のモデ

ル・チェンジはいかがですか。移転工事

と同時にフ@ッシュホン、続子電話などに

取り替える場合、工事料金が割り引きに

なるのでおトクで、す。

たとえば、移転工事と同時にプッシュ

ホンへ取り替えますと移転料だけですみ、

別々に工事したときより 2000同の割り引

きとなります。どうぞ、ご利用ください。

浄器尋問4訪日間報電話局
L 交官宇盟問会!竺:"/ノ 6 2 9 9 1 
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